
























































































































tun muﬄ er」「en en muﬄ er」では、日本のたなば
た飾りのシャープな美しさと立体感を利用したテキ
スタイル作りを計画したわけだが、使用するフェル
トは、以前から気になっていたフェルト作りを得意
とする職人に依頼。より立体感を出すために表裏の
色を変え、さらにフェルトの風合いにこだわりを見
せる等、試行錯誤を経て職人の勘と技術が光る仕上
がりとなった。現場にとって、こういった仕事は時
間がかかり、決して儲かる布づくりではないが、そ
れでも「出世払い」といいながら私の布づくりに付
き合ってくださる。「面白くない企画をもってきて
もやらないぞ」とプレッシャーをかけてくれる。デ
ザインをする側と技術をもつ現場が、お互いの良さ
を引き出し、刺激しあって新しい可能性を探ること
が私のモノづくりのコンセプトであり、本物のスペ
シャリストたちとともに布に命を吹き込んでいく姿
勢で仕事に携わりたいと思っている。
（付記：本作品は平成19年度奨励研究の成果である）
（おおの・ゆう　ファッションデザイン／
テキスタイル）
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